学習企画コンテスト　登録表
〆切：8月29日（金）
· なるべく詳細に記入して下さい。

· 可能な限り青年組織の役員（青年部長・事務局長など）に、ご記入をお願いします。

· 学習会の写真、学習会を呼びかけるチラシ・レジュメなどは選考資料として活用しますので、積極的に全労連青年部に送付してください。
＊写真は全労連青年部ニュースなどで使用させていただきます。被写体などにご留意ください。

記入者お名前　五十嵐　建一　　組織名　全労連青年部　　青年組織役職　書記長

連絡先：ＴＥＬ　03-5842-5611　連絡先E mail 　iga@zenroren.gr.jp
Q1.学習会のコンセプトについて記入してください。

　〇学習会名称　（　ユニオンユースアカデミー2014　）

　〇主催者　　　（　全労連青年部　）
　〇対象者　　　（　単産･地方組織青年組合員、青年部役員、単産・地方組織青年担当者、目的を

　　　　　　　　　　達成するために単産、単組、地方労連が推薦する組合員。　）
  〇開催日　　　（　2014年　5月　31日　11時～6月　1日　13時）

　〇開催場所　　（　福島県いわき市　　　　　　）
　〇なぜその学習会を企画したか


〇企画するにあたって、運営で工夫した点は？


○苦労した点は？


Q２.参加者ついて記入してください。
○参加人数　　目標（　70　）人　実際に参加した人数（　52　）人

○参加者からの感想は？

○どんな総括をしましたか？

○総括を踏まえて、次に活かそうと思う点など

○その他、学習会を行って気づいたこと

・チラシについては、ホープページよりダウンロードをお願いします。
　↓

http://www.zenroren.gr.jp/jp/seinen/index.html
・写真・当日の雰囲気については、ホープページよりダウンロードをお願いします。

　↓

http://www.zenroren.gr.jp/jp/seinen/html/menu07/2014/20140609164037_4.pdf
以上です。ご協力ありがとうございました。
2014年8月29日（金)　全労連青年部必着

送付先　Fax　03-5842-5620　mail　youth@zenroren.gr.jp
問い合わせ　五十嵐
2011年3月11日、東日本大震災、福島第一原子力発電所の過酷事故からまもなく3年。放射能汚染水漏れなど、事故収束の目処も立たず、いまだに14万人もの人々が満足な補償も受けられないままの避難生活を余儀なくされています。しかし、自民党安倍政権は何の反省もなく、エネルギー基本計画から原発ゼロ目標を放棄し、再稼働、輸出、核燃料サイクル新建設等を強行しようとしています。


　全国的に巻き起こった反対運動によって、現在稼働している原発はゼロとなっています。これこそ国民の希望の反映です。原子力発電という既に”終わった技術”を維持・推進するのは電力需給の問題ではなく、政官財などの一部の都合でしかありません。


　津波被害者の中には、原発ばかり話題になっているが津波の被害は忘れられているのではないかという声や、避難していた人などがどんどん帰ってきて渋滞が発生したり、人によって受けられる支援が違っていたりという中で分断が生じているなど、様々な分断が起きています。改めて、原発事故がもたらした被害とはどんなものなのか、復興が進まない原因は何なのか見つめ直す機会にし、地元で生き続け働き続け


るということがどういうことなのかを伺い、今後の青年部の取り組みや各地の取り組みに活かすことを目指した。











常任委員の意見を重視、泊りの会議などを設定し議論する時間をしっかり確保した


労働組合の青年部だからこそ得られる学習を追及、現地での講演では労働者の話を聞く時間を設けた。








参加集約、やはり簡単には集まらない


福島現地に若い人が入るということで放射線被害について懸念する声があったが十分と言えるほどの対応が出来なかった。








震災時に福島第一原発周辺地域に居たというだけで、それぞれにこんなにも不条理(言葉がみつかりません)があり、今も苦しんでおられるのだと伝わってきました。フィールドワークに興味をもち参加したユニアカでしたが、FWのみでは「仕事」や「暮らし」が想像できなかったと思います。


福島には初めて来ることができ、現場を見て、何とも言えない雰囲気と別世界にいるようなその場だけ時が止まっているような感じを受けた。鳥肌が立ちここで起こったことを考える、震災を肌で感じた。今回学習し、原発の誰の為にあるのかを考えることが出来た。原発に関連した問題が山積する中で被災者・国民が平和的解決できるようみんなが納得できるよう自分ができることをやって行こうと思う。3年がたち、頭の中から少しずつ震災が小さくなっていく、決して忘れてはいけない、忘れることができないこととして心に刻み、次につなげていきたい。





※切実な思いを痛感、誰かから話を聞いたり、ボランティアに参加することも重要だが、実情を受け止め伝える立場に立つことも重要だと思った。社会に目を向ける青年を広げたい。


※線引きの外の人の受け止め方、判断を任される人たちの大変さを実感。“線引き”って何なのかと思った。どう“質問”して良いか迷った「何か備えることはできますか？」と聞きたかったが、岩手や宮城は一定復興の兆しもあって聞くことはできるが、今回福島では聞くことはできなかった。


※直接聞けたのは良かったが、多くの組織には目的は伝わっていないのでは？来ていない組織が何を求めている企画が何なのか深めていく必要、配慮する必要がある。


～その他、運営上の意見～


・二次会場は寝る部屋とは別にしてほしい。


・最後の感想交流はちゃんとやっておくべきだった。何となく終わってしまい、気持ちを整理するなど重要な機会を逃してしまった気がする。





現地労働者のお話しと原発事故被災者の今を知る機会を得ました。福島県では、いまだ１４万人の人々が避難生活を余儀なくされ、現地を復興させるために、悩みながらも必死に奮闘する労働者がいます。「原発事故、放射能汚染を考えながらも、福島のために現地にとどまった。しかし、その選択が自分の子どもたちにとって良かったのか、悪かったのか、分からないままで過ごしている」。現地のお母さんの声です。


このような福島県民の声を無視して、政府は原発再稼働に突き進み、東京電力は避難者の声を封じようと補償金の早期打ち切りを進めています。このような事故を二度と起こさないためにも、福島原発避難者訴訟団の「全国の原発を無くすためには、最初に福島で原発を無くさなければ実現出来ないとの強い思いで取り組んでいます」との思いに共感して全国組織として連帯を改めて決意しました。





※全国から集まるからと言って必ずしも大きな規模でやる必要はない、日常的に悩んでいることの答えや、持ち帰って自分の組織でもやっていようと思える企画も大事。


※参加者が減っている原因を分析する必要はあるが、経験では、ブロック開催の交流会への参加が広がっていることも一因としてあると思う。ここでしかできない企画を追及する必要がある。
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